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栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　新年度のスタートにあたって、平成２５
年度予算についてお話しします。
＜平成25年度予算の特徴＞
　平成 25 年度は、三病院の統合再編整
備や市庁舎の福田屋百貨店跡地への移転
のための改修工事等から、大きな金額が
必要となる年度です。そのために、例年よ
り大規模な予算となりますが、あくまでも
臨時的なものであり、今後、毎年これだけ
の支出があるということではありません。
　市の借入金（市債）は、前年度より約
25 億円増加し、市民１人あたりの負債額
は 275,824 円となりますが、この金額の
中には、後述のとおり後で国から戻ってく
る分も含まれていますので、実質的な借
入金残高は、前年度より約 15 億円の増加
となります。
＜予算総額（一般会計）＞ 578 億 9,000

万円（前年度比 8.8％増）
＜歳入内訳＞　自主財源

（市税など、市が独自に集め
られるお金）50.6％、
　依存財源（地方交付税、市債などのお金）
49.4％
＜市債残高＞平成 25 年度末市債残高（借
入金の額）536 億 1,500 万円
＜臨時財政対策債残高＞平成 25 年度末
残高 227 億 5,100 万円
※本来、国が地方交付税として市に交付
しなければならないお金を、それが用意
できないので、市が自ら借入しなければな
らなかったもの。後年度において国からそ
の分のお金が市に支払われます。
＜実質的な市の借入金（市債）＞（市債
残高－臨時財政対策債残高）
536 億 1,500 万円－ 227 億 5,100 万円＝
308 億 6,400 万円
＜基金残高（預金残高）＞131 億 6,100
万円
　次回からは、平成 25 年度の具体的な事
業等について、ご説明させていただきます。

平成 25年度の予算について

市
斎
場
再
整
備
基
本
構
想

策
定
の
お
知
ら
せ

　

２
月
に
実
施
し
た
栃
木
市
斎

栃
木
市
教
育
計
画
を
策
定

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

10
年
間
の
市
の
教
育
行
政
が
目

指
す
基
本
的
な
方
向
性
及
び
今

後
５
年
間
の
施
策
等
を
明
ら
か

に
し
た
「
栃
木
市
教
育
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

教
育
計
画
の
概
要
版
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
本
計
画
の
詳
し

い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐２
７
１
６

  

国
保
人
間
ド
ッ
ク
（
一
般
・
脳
検
診
）

　
　
　
　  

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

○
共
通
事
項　
人
間
ド
ッ
ク
等

を
受
診
さ
れ
る
方
は
、「
平
成

25
年
度
国
民
健
康
保
険
人
間

ド
ッ
ク
等
検
診
申
請
書
」
に
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
結
果
通
知

が
届
い
て
か
ら
、
検
診
機
関
に

希
望
の
受
診
日
を
各
自
予
約
し

て
、
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
人
間

ド
ッ
ク
検
診
券
と
国
保
の
保
険

証
等
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
に
自
己
負
担
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
診
は
、

　

市
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
及
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
等
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
が
指
定
し
た
検
診
機
関
で
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
市
が
指
定
し
た
検
診
機
関
以

外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
日
程　

１
日（
日
帰
り
コ
ー
ス
）

及
び
１
泊
２
日
（
宿
泊
コ
ー
ス
）

◆
期
間　

６
月 

～
平
成
26
年
３
月

◆
対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方
①
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
35
歳
以
上
の
方
②
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
方
③
特
定
健
診
を
受
診

し
な
い
方

◆
検
診
項
目　

○
一
般
検
診

（
身
体
計
測
／
視
力
／
循
環
器

系
／
胃
腸
管
系
／
腎
機
能
／
血

液
検
査
ほ
か
）
○
脳
検
診
（
身

体
計
測
／
視
力
／
循
環
器
系
／

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ほ
か
）

◆
検
診
機
関　

下
都
賀
総
合
病

院
、
と
ち
の
木
病
院
、
下
都
賀

郡
市
医
師
会
病
院
、
西
方
病

院
、
獨
協
医
科
大
学
病
院
、
自

治
医
科
大
学
付
属
病
院
、
大
岡

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
、
慶
友
健

診
セ
ン
タ
ー
、
宇
都
宮
記
念
病

院
、
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団

◆
費
用
（
自
己
負
担
額
）
３
６
，

７
５
０
円
～
６
９
，
８
２
５
円
か

ら
市
助
成
額
（
検
診
費
用
の
２

分
の
１
相
当
額
で
３
万
円
限
度
）

を
引
い
た
額
（
助
成
は
年
度
内

１
人
１
回
）

◆
定
員　

８
４
０
人
程
度

◆
申
込
み　

５
月
９
日
（
木
）

～
16
日
（
木
）
ま
で
に 

 

保

険
医
療
課
へ
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
）

◆
申
込
方
法　

①
郵
送
（
入
舟

町
７
‐
26
栃
木
市
役
所
保
険
医

療
課
保
険
担
当
（
必
着
））
②

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
１
３
６

※
申
請
書
は
、
本
庁
及
び
総
合

支
所
の
国
保
担
当
窓
口
、
各
公

民
館
（
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・

寺
尾
・
国
府
）
に
あ
り
ま
す
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
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生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
ビ
ニ
で
開
始

５
月
15
日
（
水
）
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の

写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
に
は
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）」と「
事

前
の
利
用
者
登
録
」
が
必
要
で

す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
・
受
付
時
間
】

市
民
生
活
課
（
平
日
の
月
曜

日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
19

時
）

・

 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
月
曜
日
～
木
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分
、
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
）

生
活
環
境
課
（
平
日
の
月
曜

日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時

15
分
、
第
２
・
４
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
）

生
活
環
境
課

（
平
日
の
月
曜
日
～
金
曜
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

る
方
】

栃
木
市
に
住
民
票
の
あ
る
本
人

（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後

見
人
を
除
く
）
※
代
理
人
に
よ

る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の
】

①
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
別
途
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
必
要
で
す
）
②
住
基

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
③
顔
写
真

付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書

（
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
不
要
で
す
）
④

印
鑑
登
録
証
（
登
録
を
行
っ
て

い
る
方
）

※
利
用
者
登
録
の
際
、
住
基

カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を
一
本

化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回
収
し

ま
す
。
一
本
化
後
は
、
窓
口
で

も
住
基
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
印
鑑

登
録
を
し
て
い
な
い
方
が
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
印
鑑
登
録
（
手
数
料

２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
証
明
書
の
交
付
時

間
】

全
国
の
セ

ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン

（
今
後
利

用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ

が
増
え
る

予
定
で
す
）
６
時
30
分
～
23
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
の
年

末
年
始
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
を
除
く
）

【
発
行
で
き
る
証
明
書
・
手
数

料
】

「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登

録
証
明
書
」　

手
数
料
１
８
０

円
（
庁
舎
窓
口
・
市
が
設
置
す

る
自
動
交
付
機
は
２
０
０
円
で

す
）

※
「
住
民
票
の
除
票
」
や
「
住

民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民
票
」

な
ど
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
者
登
録
に
は
20
～
30
分
ほ

ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。（
窓

口
の
状
況
に
よ
り
必
要
な
時
間

が
変
わ
り
ま
す
）

市
民
生
活
課

　
　

  

☎
21
‐
２
１
４
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１
４
８

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す

る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
す
る
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機　

補
助
額　

購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度　

上
限
２
万
円
（
１

世
帯
１
基
ま
で
）

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額　

購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度　

上
限
５
千
円
（
１

世
帯
２
基
ま
で
）

　

購
入
前
に 

 

環
境
課
、
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課
に
あ
る

申
請
書
等
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
随
時
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
１

コンポスト▶
電気式
生ごみ処理機▼

場
再
整
備
基
本
構
想
（
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
３
月
に
決
定

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。
現
在
、
基
本
計
画
を
作

成
中
で
す
が
、基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

斎
場
整
備
室
☎
20
‐
２
３
１
１


